
韮
崎
市
の
男
女
共
同
参
画
に	

関
す
る
主
な
取
り
組
み

平
成
10
年
3
月
　
　
　
　

　
韮
崎
市
女
性
プ
ラ
ン
策
定

平
成
14
年
3
月
　
　
　

　

�

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
　

�「
輝
い
て
、ひ
ら
め
い
て
、韮
崎

プ
ラ
ン
」
策
定

平
成
18
年
4
月
　
　
　

　

�

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
施
行

　

�

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
設
立

平
成
23
年
8
月
　
　

　

�

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
策
定
委
員
会
設
置

平
成
25
年
3
月
　
　

　

�

第
2
次
韮
崎
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画

　

�「
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）、　

と
も
に
煌
く
夢
プ
ラ
ン
」

　
策
定

皆
さ
ん
は
「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
を
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
性
か

女
性
か
で
固
定
的
に
考
え
る
の
で

は
な
く
、個
人
の
能
力
や
適
正
、希

望
、
意
思
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
様

な
生
き
方
や
活
動
が
選
択
で
き
る

社
会
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
積
極

的
に
家
事
や
育
児
に
か
か
わ
り
た

い
」「
出
産
し
て
も
働
き
た
い
」と

希
望
す
れ
ば
そ
の
生
き
方
を
尊
重

さ
れ
、
選
択
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

な
ぜ
今
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
日
本
国
憲
法
に
は
個
人
の
尊
重
、

法
の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
て

法
令
の
整
備
と
と
も
に
様
々
な
施

策
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
家
庭
や
職
場
な

ど
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
男
女

間
の
不
平
等
を
感
じ
て
い
る
方
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
を
め
ぐ
る
状
況
が
変

化
し
て
い
る
中
で
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、家
庭
、職
場
、学
校
、地

域
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会

づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で

も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期

実
現
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
韮

崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、「
第
２
次
韮
崎
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

誰
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
む
け
て
、
市
民
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

誰
も
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

　
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
意
思
で
社
会
に
参
画
し
、
男
女
が
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支
え
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
う
、
そ
ん
な
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
が
、
豊
か
な

社
会
を
つ
く
る
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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共同 協働から へ（男女共同参画推進委員会の取り組み）
韮崎市の新たな男女共同参画

　平成 11年 6月に男女共同参画基本法が制定・施行されました。その理念は、「家庭や地域や職場の中で、男
女が互いの人権を尊重しながら、共に新たな価値を創造し、あらゆる分野でそれぞれの能力を最大に発揮して、
共に責任を負う社会の実現を目指す」ことです。当時、行政の数多い政策の中で、初の住民参加型となった「男
女共同参画」は、とても話題になりました。住民参加型とは、市民が自分たちの問題として参画し、解決して
いくものです。しかしながら「女性の社会進出を促す」、「性別固定的役割分担をなくす」、「ワーク・ライフ・
バランスの促進」などを掲げても、それらは一般の方々にとって理解しにくいテーマでもありました。このた
め、韮崎市の男女共同参画推進委員会では、東日本大震災を教訓に平成 24年度から「共同から協働への転換」
を図り、男女協働のまちづくりを主テーマに取り組んでいます。具体的には、男女共同参画の理念にある「あ
らゆる分野」に注視し、「防災・減災」、「景観」、「環境」など、足元重視の政策分野に男女協働で取り組むこと
で、多くの市民の皆さんと一緒に考え・行動することを目指しています。

平成 26年度の具体的な取り組み内容（実績）
①男女共同参画に関する基本的学習
②�男女共同（協働）の視点で捉えた地域内の「景観」に
関する学習及び実態調査

③�男女共同参画の啓発を目的とした円野町の「かかし祭
り」への参加

④男女共同参画モデル家庭の認定
⑤男女共同参画フォーラムの開催

※特集記事の監修
市男女共同参画策定・推進アドバイザー
　　　山梨大学客員教授　向山�建生�氏

■日　　時　6月 14日（日）13時 30分から
■会　　場　甲府市総合市民会館（甲府市青沼 3-5-44）
■基調講演　石阪督規�氏（東京未来大学�教授）
■シンポジウム　石阪督規�氏、泉　弘恵�氏、西田　遙�氏、堀内伸浩�氏
■申し込み・問い合わせ　山梨県�県民生活・男女参画課　☎︎ 055-223-1358

やまなし 男（ひと）と女（ひと）とのフォーラム
「次世代へつなぐみんなの想い」開催のご案内

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画		

	
	

推
進
委
員
会

 	

委
員
長 

土
屋 

幸
一
さ
ん

　〝
男
女
共
同
参
画
〟と
聞
く
と
堅

苦
し
く
、
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、「
市
民
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
」
と
い
う
視
点
で

考
え
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
に
密

接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

���

委
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
く

中
で
、
視
野
が
広
が
っ
た
り
、
自

分
自
身
の
意
識
が
変
わ
っ
た
り
し

た
と
い
う
委
員
の
方
々
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
韮
崎
市
の
推
進
委
員
会
は
、
各

町
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
地

域
で
の
活
動
を
よ
り
広
め
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

���

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

実際にまちなかを歩いて、景観という視点から建物や構
築物等の調査を実施した際の様子
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「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

働
く
す
べ
て
の
方
々
が
、「
仕

事
」
と
育
児
や
介
護
、
趣
味
や
学

習
、
休
養
、
地
域
活
動
と
い
っ
た

「
仕
事
以
外
の
生
活
」と
の
調
和
を

と
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る

働
き
方
・
生
き
方
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、

「
安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、経
済

的
に
自
立
で
き
な
い
」、「
仕
事
に

追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら
健
康

を
害
し
か
ね
な
い
」、「
仕
事
と
、子

育
て
や
親
の
介
護
と
の
両
立
が
難

し
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
多
く
の

方
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
実
現
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

あ
な
た
に
と
っ
て
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
？

　
仕
事
を
し
な
が
ら
、
子
育
て
や

介
護
な
ど
を
す
る
人
が
増
え
て
い

る
中
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図

り
た
い
と
い
う
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
や
介
護

以
外
の
理
由
で
も
、
資
格
を
取
っ

て
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
を
し
た
り
、

N
P
O
に
参
加
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
た
り
、
し
っ
か
り

休
養
を
と
り
疲
労
を
回
復
す
る
な

ど
、様
々
な
か
た
ち
で
、ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き

た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
働
く
人
す

べ
て
に
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
な

の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
は
、
単
に
仕
事
と
生

活
に
割
く
時
間
を
半
々
に
す
る
と

い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

事
と
生
活
の
う
ち
、
ど
こ
に
重
点

を
置
き
た
い
か
は
そ
の
人
の
生
き

方
、
働
き
方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
し
、
子
育
て
期
、
中
高
年
期
と

い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
目
指
す
姿
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
応

じ
て
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
人
材
が
自
分
の
事
情
に
合
わ

せ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
実
践
す
る
と
、		

	

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

へ
の
取
り
組
み
は
、
働
く
方
々
に

と
っ
て
も
事
業
主
の
方
に
と
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

働
く
方
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

■�
家
事
・
育
児
・
介
護
等
の
家
庭　

と
仕
事
と
の
両
立
が
可
能

■�

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ　

ン
ス
が
と
れ
、
心
身
の
健
康
保　

持
増
進

■�

余
暇
活
動
や
自
己
啓
発
、
地
域　

活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
充
実
し　

た
生
活
を
実
現

■�

仕
事
の
効
率・満
足
度
ア
ッ
プ・　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

事
業
主
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

■�

従
業
員
の
心
身
の
健
康
保
持
増　

進
、
多
様
な
従
業
員
（
若
者
・　

女
性
従
業
員
な
ど
）の
定
着（
離　

職
率
の
低
下
）

■�

優
秀
な
人
材
の
確
保
（
採
用
コ　

ス
ト
減
、
労
働
生
産
性
向
上
）

■�

従
業
員
の
満
足
度
や
仕
事
へ
の　

意
欲
の
向
上

■�

従
業
員
の
創
造
性
・
視
点
の
多　

様
化

■�

働
き
方
の
効
率
化
、
経
営
コ
ス　

ト
の
削
減
（
残
業
代
な
ど
）

■�

労
働
生
産
性・売
上
の
向
上（
競　

争
力
の
向
上
）

■�

企
業
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
の
向
上　

（
宣
伝
効
果
）

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
、
働
く
方
々
と
事
業
主
が
共
に

協
力
し
て
、
自
主
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
望
ま
し
く
、
行
政
な
ど
の

支
援
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
で
取

り
組
み
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

もっと働きやすく！
もっと子育てしやすく！

株式会社韮崎電子
�
� �半導体製造装置、液晶製造装置などを手が
ける㈱韮崎電子（本社：大草町若尾）は、女
性が働きやすい職場環境が整備されていると
のことから、今年 2月に、山梨県からやまな
し子宝モデル企業に選定されました。
���同社では、産休や育児休業を積極的に取得
させ、復帰後も休業前と同じ職務や待遇を与
えるほか、子どもが病気等になった際にも、休
暇を取得しやすい環境が整っています。
　また、専門の国家試験を受けることを推奨
しており、多くの女性の資格取得者がいて、管
理職として活躍される方も多くいらっしゃる
そうです。
　井口民雄社長は「せっかく専門の知識や技
術を身につけたのだから、男女問わず従業員
には長く働いて欲しい」と話してくれました。

男
女
共
同
参
画
の
実
践

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
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